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【一般の医療機関、医系・福祉系学生への啓発】 
山梨大学医学部・看護学部にご協力いただき、オ

ープン授業として世界エイズデーに併せて実施。 
平成２９年度はＮＰＯ法人日本ＨＩＶ陽性者ネッ

トワーク・ジャンププラスの高久陽介先生をお招

きし、講演会を開催。 

【中年層への啓発】 
12月 1日の世界エイズデー付近で、ヴァンフォー
レ甲府ホーム戦において、県臨床検査技師会と共

催で啓発活動を実施。 

【青少年への啓発 
エイズ知識普及啓発講習会】 

中学生・高校生等を対象とした講習会を実施。 
平成２９年度 ３２回 
平成２８年度 ３６回 
平成２７年度 ３４回 



 
 

 

【青少年への啓発 
啓発パンフレット】 

県内の高校１年生全員へＨＩＶに関するパ

ンフレットを配布。 

【高齢者福祉施設における研修会】 
ＨＩＶ感染者の高齢化が進み社会福祉施設

利用の需要も高まっているため、ＨＩＶに

対する正しい知識の普及を図り、介護環境

を整備するための研修会を実施。 


